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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第64期

第２四半期
連結累計期間

第65期
第２四半期
連結累計期間

第64期

会計期間
自 2019年４月１日
至 2019年９月30日

自 2020年４月１日
至 2020年９月30日

自 2019年４月１日
至 2020年３月31日

売上高 (百万円) 8,885 6,755 17,426

経常利益又は経常損失(△) (百万円) 601 △122 1,008

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益
又は親会社株主に帰属する
四半期純損失(△)

(百万円) 416 △83 625

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 421 △139 700

純資産額 (百万円) 18,690 18,349 18,969

総資産額 (百万円) 24,503 22,793 24,815

１株当たり四半期(当期)純利益
又は１株当たり四半期純損失(△)

(円) 20.81 △4.16 31.25

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 76.3 80.5 76.4

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 1,013 404 2,548

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △1,043 △209 △1,508

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △495 △494 △515

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 4,796 5,533 5,854
 

　

回次
第64期

第２四半期
連結会計期間

第65期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2019年７月１日
至 2019年９月30日

自 2020年７月１日
至 2020年９月30日

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期純損失(△)

(円) 12.16 △0.53
 

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】
 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 
　 （1）財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により、依然として厳し

い状況にあります。経済活動の再開に伴い足下の景気動向は個人消費を中心に持ち直しの動きがみられるもの

の、新型コロナウイルス感染症の終息時期や国内外の経済に与える影響は不透明であり、先行きは予断を許さな

い状況が続いております。

こうした状況のなか、当社グループは「挑戦」を年度方針に掲げ、高品質・低コスト・短納期・充実したサー

ビスの向上に努めてまいりました。また、2018年度（2019年３月期）から、３ヵ年を対象期間とした中期経営計

画を策定しており、中期経営計画の３年目となる2020年度（2021年３月期）も、更なる企業価値の向上に向け

て、１．成長力・収益力の強化、２．顧客ニーズの変化への柔軟な対応、３．海外展開、４．新製品開発、新技

術開発の諸施策に取り組んでおります。しかしながら、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、営業員によ

るお客様への訪問自粛や展示会等の中止により、十分な営業活動を行えない厳しい状況が続いております。

超硬製工具類では、溝付ロールや粉砕工具の販売が堅調に推移したものの、市況の変化等により、超高圧発生

用工具や熱間圧延ロールの販売が低調となったことに加え、混錬工具の販売も減少し、売上高は1,947百万円（前

年同期比23.5％減）となりました。

超硬製金型類では、前年度特需の反動減で光学素子成形用金型の販売が引き続き低調となりました。また、自

動車部品生産用金型の販売については、一部開発製品の取り込みがあったものの、新型コロナウイルス感染症の

拡大による世界的な自動車需要の落ち込みに伴う自動車関連の市況悪化の影響を受け低調となり、売上高は1,661

百万円（前年同期比30.8％減）となりました。

その他の超硬製品では、海外での新規顧客の獲得やレンズ金型の拡販が進展したものの、自動車関連の市況悪

化の影響により、自動車部品生産用金型の超硬金型素材の販売が低調となりました。その結果、売上高は1,586百

万円（前年同期比17.8％減）となりました。

超硬以外の製品では、前年度に引き続き引抜鋼管の販売が低調に推移したことに加え、自動車関連の市況悪化

の影響により、鋼製やセラミックス製の自動車部品生産用金型の販売も低調となり、売上高は1,559百万円（前年

同期比22.4％減）となりました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は6,755百万円（前年同期比24.0％減）となりました。利益につ

きましては、新型コロナウイルス感染症拡大による影響等で売上高が減少したことにより、営業損失は229百万円

（前年同期は営業利益495百万円）、経常損失は122百万円（前年同期は経常利益601百万円）、親会社株主に帰属

する四半期純損失は83百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益416百万円）となりました。

なお、当社グループは耐摩耗工具関連事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略してお

ります。

 

　　（資産の部）

当第２四半期連結会計期間末の資産の部は、22,793百万円（前連結会計年度末24,815百万円）となり、2,021百

万円減少いたしました。流動資産は11,923百万円（前連結会計年度末13,619百万円）となり、1,695百万円減少い

たしました。これは主に、受取手形及び売掛金が848百万円減少、現金及び預金が422百万円減少、電子記録債権

が243百万円減少したことによるものであります。また、固定資産は10,870百万円（前連結会計年度末11,195百万

円）となり、325百万円減少いたしました。これは主に、機械装置及び運搬具（純額）が213百万円減少、建物及

び構築物（純額）が156百万円減少したことによるものであります。
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　　（負債の部）

当第２四半期連結会計期間末の負債の部は、4,444百万円（前連結会計年度末5,845百万円）となり、1,401百万

円減少いたしました。流動負債は2,720百万円（前連結会計年度末4,115百万円）となり、1,395百万円減少いたし

ました。これは主に、支払手形及び買掛金が589百万円減少、未払金が456百万円減少、未払費用が386百万円減少

したことによるものであります。また、固定負債は1,723百万円（前連結会計年度末1,730百万円）となり、6百万

円減少いたしました。

 
　　（純資産の部）

当第２四半期連結会計期間末の純資産の部は、18,349百万円（前連結会計年度末18,969百万円)となり、619百

万円減少いたしました。これは主に、利益剰余金が剰余金の配当により479百万円減少、親会社株主に帰属する四

半期純損失の計上により83百万円減少したことによるものであります。

 
　（2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ321百万円減少し、5,533

百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、以下のとおりでありま

す。

 
　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の減少1,080百万円、減価

償却費516百万円の計上や、仕入債務の減少580百万円などにより404百万円の収入（前年同期は1,013百万円の収

入）となりました。

 
　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出277

百万円などにより209百万円の支出（前年同期は1,043百万円の支出）となりました。この結果、フリー・キャッ

シュ・フローは194百万円の収入（前年同期は29百万円の支出）となりました。

 
　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額479百万円などによ

り494百万円の支出（前年同期は495百万円の支出）となりました。

 
　 （3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重

要な変更はありません。

 
　 （4）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における当社グループの研究開発費は、108百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動について重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

　　 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2020年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 20,000,000 20,000,000
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数100株

計 20,000,000 20,000,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2020年９月30日 － 20,000,000 － 164 － －
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(5) 【大株主の状況】

  2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

冨士ダイス社員持株会 東京都大田区下丸子二丁目17番10号 3,284 16.42

新庄　美智子 Hamilton,NY,USA 1,815 9.07

株式会社ＣＳ企画 東京都品川区東五反田一丁目10番11号 1,775 8.87

矢作　玲子 東京都大田区 1,680 8.40

ＫＰ株式会社 東京都大田区久が原三丁目38番２号 1,630 8.15

新庄　敦子 東京都品川区 590 2.95

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町二丁目11番３号 512 2.56

株式会社シルバーロイ 兵庫県小野市広渡町611番地 500 2.50

新庄 由美子 東京都大田区 300 1.50

木下 晴義 東京都大田区 225 1.12

木下 智博 東京都大田区 225 1.12

計 － 12,538 62.69
 

（注）上記日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、

     512千株であります。

 
(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2020年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

199,977 ―
19,997,700

単元未満株式
普通株式

― １単元（100株）未満の株式
2,300

発行済株式総数
 

― ―
20,000,000

総株主の議決権 ― 199,977 ―
 

　（注）単元未満株式には、当社所有の自己株式71株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

　　　 該当事項はありません。
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

取締役
(技術開発本部長)

取締役
(技術開発本部長
兼開発センター長
兼製品開発部長)

篠宮　護 2020年７月１日

 

 

なお、当四半期累計期間終了後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

取締役副社長
常務取締役
(営業本部長)

久保井　恒之 2020年11月１日

取締役
(営業本部長)

取締役
(営業本部副本部長
兼海外事業管理部長)

津田　雅宣 2020年11月１日
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第４ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2020年７月１日から2020年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2020年４月１日から2020年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表の適正性を確保するための特段の取組みについて

当社は、四半期連結財務諸表の適正性を確保するための特段の取組みを行っております。具体的には、会計基準等

の内容を適切に把握できる体制を整備するため、公益財団法人財務会計基準機構へ加入しております。

 また、監査法人等が主催する各種セミナーに定期的に参加し、会計基準等の変更点についての情報を得ておりま

す。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,153 4,731

  受取手形及び売掛金 3,282 2,434

  電子記録債権 1,063 819

  有価証券 1,000 1,000

  商品及び製品 209 192

  仕掛品 1,437 1,268

  原材料及び貯蔵品 1,242 1,209

  その他 232 270

  貸倒引当金 △2 △2

  流動資産合計 13,619 11,923

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 4,225 4,069

   機械装置及び運搬具（純額） 2,951 2,738

   工具、器具及び備品（純額） 291 249

   土地 2,702 2,686

   建設仮勘定 35 51

   有形固定資産合計 10,207 9,794

  無形固定資産   

   その他 121 117

   無形固定資産合計 121 117

  投資その他の資産   

   投資有価証券 232 263

   長期貸付金 14 14

   繰延税金資産 593 648

   その他 25 32

   貸倒引当金 △0 △0

   投資その他の資産合計 866 958

  固定資産合計 11,195 10,870

 資産合計 24,815 22,793
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,045 1,455

  短期借入金 30 28

  1年内返済予定の長期借入金 12 8

  リース債務 17 18

  未払金 758 301

  未払費用 634 248

  未払法人税等 241 6

  賞与引当金 247 542

  役員賞与引当金 15 －

  その他 113 109

  流動負債合計 4,115 2,720

 固定負債   

  長期借入金 2 －

  リース債務 26 19

  繰延税金負債 1 4

  役員退職慰労引当金 1 1

  退職給付に係る負債 1,695 1,695

  その他 2 2

  固定負債合計 1,730 1,723

 負債合計 5,845 4,444

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 164 164

  利益剰余金 18,621 18,057

  自己株式 △0 △0

  株主資本合計 18,785 18,221

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 25 48

  為替換算調整勘定 221 137

  退職給付に係る調整累計額 △62 △58

  その他の包括利益累計額合計 184 127

 純資産合計 18,969 18,349

負債純資産合計 24,815 22,793
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

売上高 8,885 6,755

売上原価 6,839 5,581

売上総利益 2,045 1,173

販売費及び一般管理費 ※１  1,549 ※１  1,402

営業利益又は営業損失（△） 495 △229

営業外収益   

 受取利息 5 4

 受取配当金 8 5

 受取賃貸料 12 12

 補助金収入 88 4

 雇用調整助成金 1 92

 その他 4 3

 営業外収益合計 120 122

営業外費用   

 支払利息 2 1

 為替差損 10 13

 その他 1 0

 営業外費用合計 15 16

経常利益又は経常損失（△） 601 △122

特別利益   

 固定資産売却益 － 0

 特別利益合計 － 0

特別損失   

 固定資産売却損 0 －

 固定資産除却損 0 0

 減損損失 4 7

 投資有価証券評価損 10 －

 特別損失合計 14 7

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

586 △130

法人税等 170 △47

四半期純利益又は四半期純損失（△） 416 △83

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

416 △83
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 416 △83

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △24 22

 為替換算調整勘定 21 △83

 退職給付に係る調整額 8 4

 その他の包括利益合計 5 △56

四半期包括利益 421 △139

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 421 △139

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

586 △130

 減価償却費 544 516

 減損損失 4 7

 賞与引当金の増減額（△は減少） 453 295

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △24 △15

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 0 △2

 受取利息及び受取配当金 △14 △9

 補助金収入 △88 △4

 雇用調整助成金 △1 △92

 支払利息 2 1

 投資有価証券評価損益（△は益） 10 －

 固定資産売却損益（△は益） 0 △0

 固定資産除却損 0 0

 売上債権の増減額（△は増加） 357 1,080

 たな卸資産の増減額（△は増加） 160 215

 仕入債務の増減額（△は減少） △487 △580

 未払金の増減額（△は減少） 25 △300

 未払費用の増減額（△は減少） △503 △386

 その他 △34 △41

 小計 992 555

 利息及び配当金の受取額 11 8

 利息の支払額 △2 △1

 補助金の受取額 88 4

 雇用調整助成金の受取額 － 88

 法人税等の支払額 △76 △270

 法人税等の還付額 0 19

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,013 404

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △169 △114

 定期預金の払戻による収入 167 200

 投資有価証券の取得による支出 △5 △2

 有形固定資産の取得による支出 △1,017 △277

 有形固定資産の売却による収入 0 0

 無形固定資産の取得による支出 △22 △16

 固定資産の除却による支出 － △0

 貸付金の回収による収入 4 0

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,043 △209
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           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入れによる収入 3 3

 短期借入金の返済による支出 △3 △3

 長期借入金の返済による支出 △11 △5

 リース債務の返済による支出 △3 △9

 自己株式の取得による支出 － △0

 配当金の支払額 △480 △479

 財務活動によるキャッシュ・フロー △495 △494

現金及び現金同等物に係る換算差額 1 △20

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △523 △321

現金及び現金同等物の期首残高 5,319 5,854

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  4,796 ※１  5,533
 

EDINET提出書類

冨士ダイス株式会社(E31594)

四半期報告書

15/21



【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　　　　該当事項はありません。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　
当第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

(税金費用の計算)

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しており

ます。
 

 

(追加情報)

 

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）（新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについ

て）に記載した新型コロナウイルス感染症の今後の広がり方や収束時期等を含む仮定について重要な変更はありませ

ん。
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

　※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
 至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

給与手当 516 百万円 531 百万円

賞与引当金繰入額 167 〃 135 〃

退職給付費用 35 〃 34 〃

貸倒引当金繰入額 △0 〃 △0 〃
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次

      のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

現金及び預金 4,052 百万円 4,731 百万円

有価証券 1,000 〃 1,000 〃

預入期間が３か月を超える定期預金 △255 〃 △197 〃

現金及び現金同等物 4,796 〃 5,533 〃
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

１ 配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月21日
定時株主総会

普通株式 479 24.0 2019年３月31日 2019年６月24日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

１ 配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月23日
定時株主総会

普通株式 479 24.0 2020年３月31日 2020年６月24日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループの事業セグメントは、耐摩耗工具関連事業のみの単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグ

メント情報の記載を省略しております。

 

EDINET提出書類

冨士ダイス株式会社(E31594)

四半期報告書

17/21



(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期純損失(△)

20円81銭 △4円16銭

(算定上の基礎)   

 親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社
　株主に帰属する四半期純損失(△)(百万円)

416 △83

 普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

 普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
　又は親会社株主に帰属する四半期純損失(△)(百万円)

416 △83

 普通株式の期中平均株式数(株) 19,999,964 19,999,953
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

2019年10月に発生した台風被害については、損害保険が付されており、2020年10月に保険金437百万円の受給が確

定しました。当該保険金については、2021年３月期第２四半期連結会計期間の四半期連結貸借対照表において、流

動資産の「その他」に計上しております災害未決算62百万円との差額375百万円を2021年３月期第３四半期連結会計

期間に特別利益として計上する予定であります。

 

２ 【その他】

　　 該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2020年11月13日

冨士ダイス株式会社

取締役会  御中

　

 EY新日本有限責任監査法人

　東京事務所
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 立石　康人 印

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 山本　高揮 印

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている冨士ダイス株式

会社の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、冨士ダイス株式会社及び連結子会社の2020年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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